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研究成果の概要（和文）：価値づくりに関わる現代的課題を解決に向けて、時間軸を明示的に取り扱う「タイム
アクシスデザイン」の研究を活性化することを目的とする。ライフサイクル工学、サービス工学などの視点を加
えることにより、横断的にものを見ることによって、タイムアクシスデザインの枠組みを構築した。さらにこの
枠組みを用いて、事例収集、ガイドラインにつながる手法検討を行った。併せて、学会に研究会を設置し、フォ
ーラム、ワークショップ、学会誌の特集号発行を実施し、今後の研究継続のための仕組みを構築した。

研究成果の概要（英文）：For solving modern problems related to value creation, this project aims to 
activate research efforts on “time axis design,” which deals with time axis explicitly in design. 
We constructed a framework of time axis design by viewing time axis design in relation with various 
aspects such as life cycle engineering and service engineering. By using this framework, we 
collected and analyzed various cases of time axis design and developed a design method, which lead 
to guideline of time axis design. In addition, we developed a mechanism to continue time axis design
 in future by establishing research groups in three academic societies, organizing some forums and 
workshops, and publishing a special issue of an academic journal.
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研究成果の学術的意義や社会的意義
地球環境問題、市場のグローバル化、人口問題、南北問題などの課題、サービス化、コクリエーション、ディジ
タル革命、Industry 4.0などの価値づくりの新しいトレンドは全てタイムアクシスデザインに関連するものであ
り、これらに対するタイムアクシスデザインの意義を明らかにした。さらに、タイムアクシスデザインの研究活
性化のために、日本機械学会、日本設計工学会、日本デザイン学会にタイムアクシスデザインに関する研究会を
それぞれ発足させ、連携して活動できる仕組みを構築した。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
(1) ものづくりのパラダイムが大きく変わろうとしている。課題面では、地球環境問題、市場

のグローバル化、人口問題、南北問題などを、新しいトレンドとしては、サービス化、コ
クリエーション、ディジタル革命、Industry 4.0 などを挙げることができ、これらにより
価値観が大きく変化していると考えられる。しかしながら、これらに対して従来の設計論
は応えられていないのではないかというのが我々の問題意識である。我々は以上の問題を
生ぜしめる根本的な原因の一つは、デザインの対象物（ここでは、モノもコトも含むもの
とする）の時間変化を従来の設計論が必ずしも明示的に扱えていないことにあると考えて
いる。 

(2) このため、分担者松岡が提唱するタイムアクシスデザイン、すなわち、秒・分レベルのシ
ョートタイムスケールから 10 年、100 年単位以上の超ロングタイムスケールまでさまざ
まなタイムスケールを総合的に扱う「マルチタイムスケール」の視点からものやサービス
の設計をする、という考え方により、これらの諸問題に対応できる新たなパラダイムの設
計論を構築できるのではないかという着想を得た。 

(3) 現状のタイムアクシスデザインは、未だに萌芽的な段階にあり、基本概念の再定義、具体
化、汎用的な方法論の提唱には至っていない。 

 
２．研究の目的 
(1) 本研究は、1．で述べた問題意識に対して、従来のタイムアクシスデザインにライフサイ

クル工学、サービス工学などの視点を加え、横断的にものを見ることによって、タイムア
クシスデザインの本質を浮かび上がらせ、新たなパラダイムの設計論を提唱する橋頭堡を
確立することを目的とする。 

 
３．研究の方法 
(1) タイムアクシスデザインの研究課題の学会における認知、および、研究活性化のために、

日本機械学会、日本設計工学会、日本デザイン学会にタイムアクシスデザインに関する研
究会をそれぞれ発足させ、連携して活動する。 

(2) 研究参加者が、それぞれの分野でのタイムアクシスデザイン研究を深め、その成果を持ち
寄ることにより、タイムアクシスデザインの議論を深め、タイムアクシスデザインの本質
を浮かび上がらせる。 

(3) タイムアクシスデザインのベストプラクティス集、タイムアクシスデザインが包含してい
る視点、方法論、モデル、事例を構造的に整理したタイムアクシスデザインマップを構築
し、タイムアクシスデザインのガイドラインを示す。 

 
４．研究成果 
(1) タイムアクシスデザイン研究の組織化のため、研究代表者が主査となり、日本機械学会設

計工学・システム部門にタイムアクシスデザイン研究会を 2016 年 7 月に設立した。42 名
の委員が集まり、産業界からも多数の委員が参加した。2018 年度末までに 11 回の活動を
行った。本分野における興味の広がりがうかがえる。関連して、本研究の分担者、協力者
が中心となり、日本設計工学会、日本デザイン学会にそれぞれ、タイムアクシスデザイン
に関する研究調査分科会、タイムアクシスデザイン研究部会を設立し、連携した活動を行
っている。 

(2) 梅田は、サステナビリティとの関連においてタイムアクシスデザインの方法論を検討した。
松岡は、価値成長デザインを中心にタイムアクシスデザインの方法論を発展させた。さら
に、下村は製品・サービスシステム設計の視点から、タイムアクシスデザインの方法論を
検討した。これらの成果は、５．に示した「主な発表論文」に記載したが、並行して(1)
の活動を通じて互いに意見交換を行った。その成果は、日本設計工学会誌 2018 年 2 月号
特集「タイムアクシスデザイン」、2017 年 5 月開催の日本設計工学会春季研究発表会設計
フォーラム「タイムアクシスデザ
インへの期待」、2018 年 11 月開
催の日本機械学会設計工学シス
テム部門講演会ワークショップ
「タイムアクシスデザイン」、
2018年 11月開催の日本機械学会
技術と社会部門講演会オーガナ
イズドセッションなどに結実し
た。 

(3) タイムアクシスデザインに関す
る基本的な枠組を整理した(図 1
参照)。まず、設計対象は、一般
にハードウェアとサービスから
構成される「製品サービスシステ
ム」とする。設計者はこの製品サ
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図 1 タイムアクシスデザインの基本構造 



ービスシステムを設計し、実世界に実装した後、これがユーザにサービスを提供し、ユー
ザは価値を感じる。使用の場には対象とする製品サービスシステム以外にも様々な人工物、
自然物が存在し、相互に影響を与える。この中での変化は、製品サービスシステムの変化、
ユーザの変化、使用の場の変化、さらに全体を取り囲む「社会状況」の変化に整理できる。
設計対象は、これら変化する要素（製品サービスシステム、ユーザ、使用の場、および、
社会状況）の状態がある特定の条件を満たしたときのみ、「価値」を産む、と考えられる。
これを「価値発現条件」と呼ぶことにする。従来のモノの設計は、ハードウェア以外のサ
ービス、ユーザ、場、社会状況は変化しないものとしてハードウェアを設計することであ
った。一方で、タイムアクシスデザインは、全ての要素の変化を前提として、ある期間の
間、上記の価値発現条件を満たすように、製品サービスシステムを設計することと整理で
きる。さらに、タイムアクシスデザインに関連する事例を約 130 例収集した。これらを、
上記の基本的枠組みに基づき「何が時間変化するか」、「価値発現条件」、「時間変化への対
応策」という概念で整理し、データベース化した。時間変化 9 分類、対応策 14 分類によ
り、事例を整理できることを明らかにした。さらに、この事例データベースを利用して、
タイムアクシスデザインのガイドラインとなる手法を提案した。 
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